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あ
る
晩
、
私
は
夢
を
見
た
。

西
暦
二
8
一
(
平
成
十
三
)
軍
、
奥
会
津

地
方
一
種
は
「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
社
会
」
の
殿

先
端
を
行
く
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
一
瓢
脚
光
を

浴
び
て
い
た
。

一
九
六
〇
年
代
か
ら
続
い
た
日
本
の
高
度
経

済
戚
長
袖
紙
は
、
一
九
八
九
年
の
株
価
撰
潜
に

賄
ま
る
複
合
不
況
の
長
期
化
に
よ
っ
て
完
全
に

朋
壊
し
て
い
た
。
あ
の
「
艶
か
さ
」
は
、
地
球

資
源
の
浪
数
に
よ
る
一
博
的
な
お
祭
り
騒
ぎ
で

し
か
な
く
、
う
た
か
た
の
繁
栄
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
た
、
と
皆
が
反
省
し
て
い
た
。

森
林
伐
採
や
化
石
燃
料
の
枯
渇
に
よ
る
大
気

汚
染
や
地
球
温
暖
化
は
一
層
深
刻
に
な
り
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
捜
わ
れ
た
那
背
部
は
灼
熱
地
獄

と
化
し
て
い
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ブ
ロ
ッ
ク

が
あ
ち
こ
ち
で
は
げ
落
ち
、
そ
の
下
敷
き
に
な

っ
た
死
者
も
続
出
し
た
。
都
両
の
景
観
は
施
虚

そ
の
も
の
だ
っ
た
。
木
適
建
策
が
再
評
価
さ
れ

始
め
て
い
た
が
、
も
う
手
遅
れ
だ
っ
た
。
騒
音

公
害
も
ひ
ど
く
、
ス
ト
レ
ス
の
諸
税
に
よ
る
精

神
異
常
者
が
続
出
し
た
。
「
都
会
は
も
う
住
む

場
所
で
は
な
い
」
と
だ
れ
も
が
思
っ
た
。

一
方
、
擾
山
漁
村
は
一
九
九
〇
年
代
の
中
ご

ろ
か
ら
過
疎
化
に
掴
止
め
が
か
か
り
、
人
口
は

二∴苧l芽

ゆ
る
や
か
な
上
昇
カ
ー
ブ
を
拙
く
よ
う
に
な
っ

た
。
森
林
や
水
が
艶
か
な
攫
山
漁
村
は
、
都
会

に
比
べ
て
住
環
境
の
席
で
は
完
全
に
優
位
に
立

っ
て
い
た
。
滴
ら
か
な
水
、
さ
わ
や
か
な
凪
、

新
線
や
紅
葉
が
美
し
い
森
、
新
鮮
な
魚
や
山
菜

の
料
理
・
・
・
。
生
態
系
や
美
し
い
景
観
に
闇
臆
し

た
調
和
刺
の
「
朋
輩
が
進
み
、
就
労
の
助
が

拡
大
し
て
若
者
も
帰
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
豊
か
な
由
然
環
境
は
、
高
齢
者
の
鯉
振
維

一
気
に
高
ま
っ
た
。
「
輿
会
津
に
行
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
観
光
客
は
急
増
し
た
。
山
肌
を
削

る
こ
と
を
極
力
避
け
た
金
岡
で
も
珍
し
い
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
型
の
ス
キ
ー
場
が
人
気
を
呼
ん

で
、
四
月
中
旬
ま
で
智
が
消
え
な
い
山
間
の
村

は
全
国
の
ス
キ
ー
愛
好
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

宅
配
便
を
利
用
し
た
勘
ビ
ジ
ネ
ス
も
始
ま
っ

て
い
た
。
断
熱
ケ
ー
ス
に
智
と
地
元
の
特
腕
轟

を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
・

藤
森

弘

道
化
師
の
夢
想

持
に
抜
群
の
効
能
を
弼
押
し
た
。
「
自
然
と
閲

和
し
て
生
き
る
」
。
そ
れ
が
合
言
葉
だ
っ
た
。

私
の
住
む
昭
和
村
で
は
、
雪
を
資
源
に
し
た

新
し
い
村
づ
く
り
が
進
ん
で
い
た
。
有
志
が
奥

会
津
一
帯
の
町
村
や
県
と
協
力
し
て
創
設
し
た

「
雪
国
漫
画
大
賞
」
が
全
国
で
評
判
に
な
り
、

大
賞
作
品
は
毎
年
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

雪
国
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は
一
掃
さ
れ
、
「
歳
時

記
の
郷
・
奥
会
津
」
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は

セ
ッ
ト
」
、
雪
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
包
ん
だ
「
バ

レ
ン
タ
イ
ン
・
セ
ッ
ト
」
、
洋
酒
メ
ー
カ
ー
と

協
力
し
て
商
品
化
し
た
「
営
削
り
ウ
イ
ス
キ
ー
」

な
ど
が
人
気
曹
調
に
な
っ
た
。
南
国
の
子
供
た

ち
に
雪
の
美
し
き
や
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
始
め
た
「
雪
合
戦
ツ
ア
ー
」

や
「
雪
お
ろ
し
体
験
ツ
ア
⊥
も
評
判
に
な
っ

た
。
姦
智
を
逆
手
に
と
っ
た
地
域
づ
く
り
が
評

価
さ
れ
、
国
土
庁
長
官
徴
も
受
賞
し
た
。

ま
た
「
昭
和
」
と
い
う
特
典
な
名
聞
を
持
つ

利
巌
を
活
用
し
た
文
化
部
薬
も
金
団
の
郎
判
を

呼
ん
だ
。
村
内
の
昭
利
の
森
に
「
間
和
史
研
究

セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
。
金
岡
の
間
和
典
研

究
署
の
願
柵
を
鯛
梁
し
た
定
期
刊
行
物
を
発
行

し
、
隼
に
一
周
は
海
外
の
研
究
部
を
招
い
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
間
か
れ
た
。
史
的
資
料
が
盟
箇

な
「
調
和
史
資
料
餌
」
も
人
気
を
呼
び
、
摂
朝

潮
昨
班
の
桐
油
施
椴
や
研
究
室
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
は
学
生
や
研
卯
諸
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
研
究

輩
の
中
に
は
、
昭
和
村
に
戦
か
な
森
林
や
湿
地

が
あ
る
こ
と
に
目
を
つ
け
て
、
「
地
球
蚊
境
の

間
脳
を
労
え
る
拠
点
に
は
最
適
」
と
、
生
態
系

の
研
究
を
す
る
著
も
現
れ
た
。
キ
ノ
コ
や
山
菜

の
閑
剃
研
緋
に
波
動
す
る
研
舞
諸
も
い
て
、
一

九
九
七
隼
に
は
マ
ツ
タ
ケ
の
人
工
増
狸
栽
培
に

成
功
。
カ
ス
ミ
革
に
次
ぐ
新
し
い
特
醤
…
と
な

り
、
嘉
を
持
つ
若
い
蛙
難
事
が
次
々
に
入
相
。
二

十
代
の
一
千
万
四
股
家
が
次
々
に
艇
坐
し
、
日

本
の
陛
林
業
の
未
来
を
拙
う
先
兵
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
妙
で
あ
る
。
私
は
博
聞
の
失
笑
を
か

う
道
化
師
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
二
十
一

世
紀
に
聞
け
て
、
興
会
薄
が
可
能
性
の
宝
庫
で

あ
る
こ
と
は
問
邁
い
な
い
気
が
す
る
。

(
昭
和
村
喰
丸
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
)
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